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資料－１

《外来種》

シナダレスズメガヤ

オオフタバムグラ

キバナカワラマツバ

カワラサイコ

カワラヨモギ

カワラナデシコ

かさだ広場で見られる主な外来種および在来種

オオキンケイギク

《在来種》

1

かさだ広場にみられる 在来種

２

かさだ広場にみられる 特定外来生物（植物）等

３



河川公園（かさだ広場）に広がるオオキンケイギク

４

●原産地・国内への進入
オオキンケイギクは、北アメリカ原産の多年性草本で、
観賞用、緑化用として逸出。
1880 年代に導入されたものが、野外に定着し、日本
各地で見られるようになった。

オオキンケイギク 分類：合弁花類、キク科、ハルシャギク属

いつ頃から日本で見られたか

●自然環境への影響

・国内では河川の礫河原に侵入することから、在来の礫河
原植物への影響が懸念される

・海外ではオーストラリアや南アフリカで在来種への影響が
問題になっている。

●在来種との競合や駆逐

・ワイルドフラワー緑化等に広く利用され、各地の河川等で
繁茂して、河川敷固有の植物等の在来種との競合や駆
逐のおそれがある。

自然環境への影響

●形態的特徴
開花期は5-7月。 頭状花は 直径5-7cm。
舌状花は黄燈色で、花冠の 先は不同に4-5裂する。
筒状花も同じ色で花床に細 長い鱗片がある。総苞片は2
列につく。

●茎、葉
・茎は、高さ30-70cmで、束生する。
・茎葉は対生または時に一部互生し、狭倒披針形。

根生葉は花時にも残り、長い柄があり、3-5小葉に分裂
する。両面とも粗い毛がある。

シナダレスズメガヤ

カワラヨモギ
（礫河原在来種）

オオキンケイギク

オオキンケイギク

５

ｅラーニングによる社員教育の提案

１.繁殖（広がり方）

ｅラーニングで社員教育を行う

２..生活史

オオキンケイギクの生態

結実防止には、春期の結実前の除草が効果的か？

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

開花

結実

種子散布

発芽

成長 成長

多年生草本植物

かさだ広場（河川公園）では、5月末から6月初旬に満開

・多年草で根茎から再生する
⇒刈り取るだけでは再生を続け、大きな

株になっていく

・種子でも繁殖しやすい
⇒分布拡大を防ぐにはタネが散布される

前の刈り取りが必要

・土壌中の種子の寿命

⇒小さいもので2年、 大きい種子で13年

・発芽に適した環境であればすぐに発芽

６

国土技術政策総合研究所では、その防除手法の開発の
一環として調査を実施しているところである。
本調査においては、かさだ広場等を試験フィールドと
した植生管理実験を通じて、オオキンケイギクの防除
手法とその効果の検証を行い、防除による在来河原植
生の再生効果を明らかにするものである。

本委員会は、外来植物、植生管理などに詳しい有識者
より、オオキンケイギクの効果的な管理方法について
助言をいただき、これらの防除方法をとりまとめるこ
とを目的とする。

オオキンケイギク植生管理実験 防除の技術開発へ

特定外来生物（植物）検討委員会 自然環境への影響
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表土はぎ取り実験

抜き取り実験

N

年1回抜き取り
6月

年 2回抜 き取り
6・10月

管理なし

30m
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2.5m

1m
1m

19
m

14m

土壌サンプル採取位置

在来河原植物播種なし

在来河原植物播種

抜き取り＋在来河原植物播種

表土はぎ
取り実験

刈り取り実験

刈り取り実験

抜き取り実験

オオキンケイギク植生管理実験 （H18～22）

21m

８

様々な場所に広がるオオキンケイギク
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